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研究成果の概要（和文）：生活習慣病の病勢や発症の危険性を超音波検査により画像的・定量的に評価することを試み
た。(1)血液の脂肪酸変化が生活習慣病の病勢指標となり、超音波で計測した腹部内臓脂肪の厚さが病勢と最も相関す
ることを明らかにした。更に、超音波の新技術により腹部内臓脂肪や肝臓における波の伝わる速度を計測すると、病勢
と有意に相関することも明らかになった。(2)一方、心臓の周りの脂肪を超音波で計測すると、初期の心収縮能障害と
関連していた。生活習慣病の病勢や、その合併症の発症の危険性について、超音波検査で画像的・定量的に評価できる
可能性が示唆された。生活習慣病の新たな診療技術を構築する上で有意義な知見が得られた。

研究成果の概要（英文）：This study was aimed to clarify whether the severity and the development of 
lifestyle-related diseases could be evaluated visually and quantitatively on sonography. (1) The 
alteration in serum fatty acids could be a marker of the severity. Abdominal visceral fat thickness 
measured on sonography was the most effective criterion. Furthermore, shear wave velocity in the 
abdominal adipose tissue or the liver, each measured with a new method of sonography, was significantly 
related to the severity. (2) Meanwhile, when measuring adipose tissue thickness around the heart on 
sonography, epicardial adipose tissue thickness was closely associated with the early impairment of left 
ventricular systolic function. Thus, it was suggested that the severity of lifestyle-related diseases and 
the development of their complications could be evaluated visually and quantitatively using sonography. 
Significant findings were obtained to establish a new clinical technique on lifestyle-related diseases.

研究分野：複合領域
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１．研究開始当初の背景 
(1) 腹部の「脂肪組織」は、様々な生理活性
物質（アディポカイン）を分泌する。血中の
脂肪酸もその一つであり、生活習慣病でその
組成が変化する。この脂肪酸組成に着目し、
「超音波」で計測した腹部脂肪厚との関連性
を検討した結果、腹部の脂肪が厚くなると危
険な脂肪酸組成に変化することを明らかに
していた（引用文献[1][2]）。また、生活習慣
病の合併症の一つである脂肪肝を超音波で
診断し、肝障害の有無による相違を検討した
結果、n-3 系多価不飽和脂肪酸が少ないと肝
障害を合併することも明らかにしていた（引
用文献[3]）。一方、脂肪肝を含む生活習慣病
は、全身の炎症状態と理解されている。そこ
で、脂肪酸組成を中心とするアディポカイン
を生活習慣病の病勢指標とし、病態の要であ
る「腹部の脂肪」と「肝臓」を対象として、
非侵襲的な画像検査である「超音波」を用い
て、生活習慣病の病勢を定量的に把握するこ
とを試みた。 
 
(2) 心臓の周りの脂肪組織が、腹部脂肪組織
と同様に生理活性を持ち、虚血性心疾患に関
与することが報告されていた（引用文献[4]）。
そこで、(1)が計画通り進まなかった時のため
に、心臓周囲の脂肪組織と各種アディポカイ
ンの相関性などを含め、病勢との関連性を同
時に検討することにした。 
 
２．研究の目的 
(1) 腹部超音波検査で得られる所見と、生活
習慣病の病勢を示す指標との相関性を調べ
る。 
 
(2) 心臓超音波検査で評価する心臓周囲の脂
肪組織と、心機能や生活習慣病の病勢を示す
指標との相関性を調べる。 
 
３．研究の方法 
(1)-① 基礎検討として、血中脂肪酸組成と
主な血液生化学検査値の相関性を評価した。 
 
(1)-② また、超音波検査で評価した各種脂
肪厚（V：腹部内臓脂肪、S：腹部皮下脂肪、
R：腎周囲脂肪、E：心外膜下脂肪など）と、
生活習慣病による血液生化学検査値の相関
性を評価した。 
 
(1)-③  超音波の新技術 virtual touch 
tissue quantification （VTTQ）法を導入し、
肝臓と腹部脂肪組織における伝播速度（Vs
値）と、血中脂肪酸組成変化を含めた各種ア
ディポカイン値の相関性を評価した。 
 
(2)-① 基礎検討として、超音波で計測した
心臓周囲の心外膜下脂肪（E）厚と、心機能
障害の相関性を評価した。特に、早期心収縮
能障害を示す新たな超音波検査法 TMAD％を
導入した。 

(2)-② また、心臓周囲の心膜外脂肪（P）厚
について，E 厚と同様、早期心機能障害との
相関性を評価した。 
 
(2)-③ 心臓周囲の脂肪厚と、血中脂肪酸組
成変化を含めた各種アディポカイン値の相
関性を評価した。 
 
４．研究成果 
(1)-① 生活習慣病における血中脂肪酸の組
成変化と、トリグリセリド（TG）を中心とす
る血液生化学検査値の有意な相関性が明ら
かとなり、血中脂肪酸組成が病勢を反映する
指標となりうることが明らかになった（第 59
回日本臨床検査医学会学術集会報告）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1)-② 超音波で計測した各種脂肪厚の中で
は、V 厚が、生活習慣病の病勢を反映する血
液検査値と最も相関することが明らかにな
った（第 60 回日本臨床検査医学会学術集会
報告）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(1)-③ 肝臓および腹部内臓脂肪における
VTTQ 法による Vs 値が、生活習慣病の病勢を



反映する血中脂肪酸組成変化や血中 TG 値と
逆相関することが明らかになった。また、別
のアディポカインである血中アディポネク
チン値と正の相関を示す傾向がみられた。以
上より、超音波の新手法 VTTQ 法で肝臓や脂
肪組織を計測することで、生活習慣病の病勢
を画像的・定量的に把握できることが示唆さ
れた（報告予定）。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(2)-① 心臓周囲の心外膜下脂肪（E）厚が、
早期の心収縮能障害に関連することが明ら
かになった（第 60 回日本臨床検査医学会学
術集会報告、「Heart Vessels 31:1010-1015 
(2016)」掲載）。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
(2)-② 一方、心膜外脂肪（P）厚は E厚と異
なり、早期心機能障害とは相関しないことが
明らかになった（第 62 回日本臨床検査医学
会学術集会報告、「臨床病理」誌に投稿中）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
(2)-③ 上記(2)-①のようなE厚ではあるが、
血中脂肪酸組成変化を含めたアディポカイ
ンとの相関性はないことが明らかになった
（報告予定）。 
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